
第３２回議会力向上会議記録（抄） 

（３０．２．２２）   

一、協議事項について 

  正副座長より、次の事項に関し意見聴取を行い、協議の結果、下記のとおりとなった。 

（別紙各資料参照） 

１．議会における業務継続計画について 

    前回の会議において持ち帰り、検討することとなった「堺市議会業務継続計画（ＢＣＰ）案」

及び「堺市議会災害対策会議」の法的位置づけについて、各会派等の意見を持ち寄った。 

 

①「堺市議会業務継続計画（ＢＣＰ）案」について 

【各会派等より出された主な意見】 

大 阪 維 新 の 会 

堺市議会議員団 

ワーキンググループの提言どおりＢＣＰの策定後、詳細な事項を記載し

たマニュアル等を別途定めた方がよい。 

公 明 党 

堺 市 議 団 

ワーキンググループの提言どおりＢＣＰの策定後、詳細な事項を記載し 

たマニュアル等を別途定めた方がよい。 

 

【協議結果】 

「堺市議会業務継続計画（ＢＣＰ）案」について合意し、「各組織等の関係図（６各組織等の 

関係図）の凡例部分」のみ修正することを確認した。今後、２月定例会の２日目の議会運営委員

会（２月２６日）において、改めて協議を行う。 

 

②「堺市議会災害対策会議」の法的位置づけについて 

【協議結果】 

   本件については、「堺市議会災害対策会議」を設置することになった場合は、これを法的根拠を

有する会議と位置付けるため、堺市議会会議規則の一部改正の正副座長案を議会力向上会議議員

及び議会運営委員会委員に示し、２月定例会の最終議会運営委員会（３月２６日）において改め

て協議を行う。 

 

２．議会審議の見直しについて（資料１参照） 

   前回の会議において、引き続き２月定例会において試行することとした代表質問の実施方法に 

ついて協議を行った。冒頭、座長より、すでに今期定例会初日の議会運営委員会も行われ、実質 

的に定例会が始まっている時期であることから、運営方法の変更は行わず、従前の申し合わせ（別 

紙資料１参照）のとおり試行し、今期定例会後に改めて検証を行うこととしてはどうかとの提案 

があった。 

 

【協議結果】 

   座長提案のとおりとすることを確認した。なお、代表質問の試行及び運営方法等については、

２月定例会の２日目の議会運営委員会（２月２６日）において、改めて協議を行う。 



３．政務活動費運用指針の見直しについて（別紙資料２参照） 

   「個人に依頼したポスティング」「切手・はがきの購入について」及び「ボランティア保険にか

かる政務活動費の充当」について、各会派等の意向聴取を行い、引き続き協議を行った。 

（１）「個人に依頼したポスティング」について 

【各会派等より出された主な意見】 

ソ レ イ ユ 堺 

・印刷など行ったことを裏付ける挙証資料として、請求書の重要性は低

いと考える。 

・発注金額１０万円未満の金額設定は、企業の仕事レベルになるのでは

ないか。また、提出書類を省ける金額設定は狭めた方がよいと考える

ため、金額設定を５万円未満（それ以下でも可）にしてはどうかと考

える。 

長谷川俊英議員 

・発注金額１０万円未満の金額設定は、ボランティア等に依頼すると考

えると高額だと考える。 

・一定金額未満で見積書を徴しないとするならば、請求書もあわせて必

要なしとしていただきたい。 

 

【協議結果】 

   本件については、発注先（個人や企業等）で区別するのではなく、発注金額（契約金額）が５

万円未満の場合は、見積書及び請求書を徴することを省略することができる扱いとした。 

 

（２）切手・はがきの購入について 

【協議結果】 

   本件については、正副座長案のとおりとすることを確認した。 

   なお、１回当たりの購入金額１万円以内とは、切手・はがき・レターパックの合計購入金額が

１万円以内とすることを確認した。 

 

（３）ボランティア保険にかかる政務活動費の充当について 

【各会派等より出された主な意見】 

公 明 党 

堺 市 議 団 

多種多様な保険があり、早急に結論付けるのではなく、記載の仕方な

ど検討に時間をかけた方がよい。 

ソ レ イ ユ 堺 
返金がある保険の扱いをどうするかなど、検討に時間をかけた方がよ

い。 

長谷川俊英議員 
・掛け捨て保険を対象とするべきである。 

・運用指針に記載するのであれば、検討に時間をかけた方がよい。 

 

【協議結果】 

   本件については、政務活動費検査員の考えも踏まえて、引き続き議会力向上会議において協議

していくこととした。 



（４）その他 

  政務活動費にかかる今後の検討課題として、以下のとおり提案があった。 

ソ レ イ ユ 堺 

改選期おける旧任期で支出した事務所家賃やクレジット払い等の任

期後の支払いにかかる会計処理の考え方について、今後の検討課題とし

て提案しておきたい。 

長谷川俊英議員 

現在、政務活動費検査員による収支報告書等の検査を四半期ごとに実

施している。このような綿密な検査が３か月ごとにできるならば、３か

月ごとの政務活動費の後払いも可能ではないか。今後の検討課題として

提案しておきたい。 

 

４．議員を対象とした研究会の公開について（資料３参照） 

  前回の会議において持ち帰りとなった本件について、別紙資料３のとおり正副座長案が示され、 

各会派等から意見を持ち寄り、協議を行った。 

 

【各会派等より出された主な意見】 

大 阪 維 新 の 会 

堺市議会議員団 
正副座長案のとおりでよい。 

公 明 党 

堺 市 議 団 
正副座長案のとおりでよい。 

自 由 民 主 党 ・ 

市 民 ク ラ ブ 
正副座長案のとおりでよい。 

ソ レ イ ユ 堺 正副座長案のとおりでよい。 

日 本 共 産 党 

堺市議会議員団 
会派内においてもう少し検討したい。 

長谷川俊英議員 

非公開を前提とすることは議会基本条例の精神に反しており、また、

公開に係る全ての判断を議長に委ねることには疑問がある。正副座長

案には反対である。 

 

【協議結果】 

  意見集約には至らず、次回の会議において改めて協議することとした。 

 

５．その他 

黒田議員より、今後の検討課題として議会広報の充実及び議会のぺーパーレス化（ペーパーレ

ス会議）の推進について調査・研究されたいとの意見があった。 

 

６．第３３回議会力向上会議の開催日時について 

   本件については、平成３０年４月５日（木）午後２時から開催することとした。 


